
つかえる数学　中2

確率
中2 組 名前

4まい目 あらわす 1 2 3 4

1
2枚の硬貨（10円玉と100円玉）を同時に投げるとき、2枚とも表になる確率について、そらさ

んが言いました。

そら 出方は「2枚とも表」「1枚ずつ」「2枚とも裏」の3通り。だから2枚とも表は
1

3
だよ。

100円玉が表 100円玉が裏

10円玉が表 （表、表） （表、裏）

10円玉が裏 （裏、表） （裏、裏）

(1)　そらさんの考えは正しいですか。表で確かめてえらびましょう。

ア　正しい イ　正しくない

答え

(2)　表の4通りをもとに、「2枚とも表になる確率は、□である。」の形で説明しましょう。

見本 1枚が表で1枚が裏になる確率なら「出方は全部で4通りで、どの出方も同様に確からしい。あては

まるのは2通りだから、1枚が表で1枚が裏になる確率は、
1

2
である。」のように書きます。

つかうことば 4通り 同様に確からしい

2
さいころの確率の意味について、みくさんが言いました。

みく 3の目が出る確率は
1

6だから、6回投げれば3の目は必ず1回出るはずだよ。

(1)　みくさんに教える文を「6回投げても、3の目が1回も出ないことがある。」で終わる形で書きま

しょう。

つかうことば 割合 近づく

あいているところは、途中の計算に使ってかまいません。
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つかえる数学　中2

確率
中2 組 名前

4まい目 あらわす 答え 1 2 3 4

1
2枚の硬貨（10円玉と100円玉）を同時に投げるとき、2枚とも表になる確率について、そらさ

んが言いました。

そら 出方は「2枚とも表」「1枚ずつ」「2枚とも裏」の3通り。だから2枚とも表は
1

3
だよ。

100円玉が表 100円玉が裏

10円玉が表 （表、表） （表、裏）

10円玉が裏 （裏、表） （裏、裏）

(1)　そらさんの考えは正しいですか。表で確かめてえらびましょう。

ア　正しい

答え イ

(2)　表の4通りをもとに、「2枚とも表になる確率は、□である。」の形で説明しましょう。

見本 1枚が表で1枚が裏になる確率なら「出方は全部で4通りで、どの出方も同様に確からしい。あては

まるのは2通りだから、1枚が表で1枚が裏になる確率は、
1

2
である。」のように書きます。

つかうことば 4通り 同様に確からしい

（れい）出方は全部で4通りで、どの出方も同様に確からしい。2枚とも表は1通りだから、2枚と

も表になる確率は、
1

4
である。

2
さいころの確率の意味について、みくさんが言いました。

みく 3の目が出る確率は
1

6だから、6回投げれば3の目は必ず1回出るはずだよ。

(1)　みくさんに教える文を「6回投げても、3の目が1回も出ないことがある。」で終わる形で書きま

しょう。

つかうことば 割合 近づく

（れい）確率
1

6
とは、投げる回数を多くしていくと、3の目が出る割合が

1

6
に近づくという意味

である。だから、6回投げても、3の目が1回も出ないことがある。

考え方

大問1　◎＝①「4通り」と「同様に確からしい」にふれる　②指定の形で結ぶ。3通りは起こりやすさがちがいます。

大問2　◎＝①「割合が
1

6に近づく」という意味　②指定の結びで終わる。
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イ　正しくない


